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1．はじめに

中国系シンガポール人は、シンガポール国籍を

持つ 323万人の 74.1%を占めているが、さらに方

言によって細かく分けられる。彼らは、「中国系

シンガポール人」は、「方言話者」、「中国系の

人」、または「シンガポール人」のいずれか単一

のアイデンティティを持つか、あるいはその複数

を混合させたアイデンティティを持っている。し

かしそうしたアイデンティティは、実際の言語に

対する態度や使用と一致しているわけではない。

建国以来の種々の言語政策が、様々な変容や世代

間の差異をもたらしてきたのである。

中国系シンガポール人にとっての方言は、福建

語や関東語などがあり、元来様々な領域で一定の

役割を果たしていてきた。しかしそうした役割は、

1965 年から始まった言語政策や言語運動によっ

て変容した。とりわけ、1979年に実施されたスピ

ーク・マンダリン運動 (Speak Mandarin Campaign:
SMC) は、中国語（普通話）に親しむよう家庭内

での普通話使用を促進するとともに (Li, 2001;
Tan, 2007; Xu et al., 1998)、方言使用を排除しよう

とする目的で施行された (Gupta & Siew, 1995;
Tan & Ng, 2010)。その運動はいったん功を奏した

ものの、80年代後期になると、英語が主要な家庭

内言語となってきた。そのため、SMCに修正が施

され、中国語に経済的な価値が付与された。それ

にも関わらず、家庭内の英語使用は増える一方で

あ る (Department of Statistics Singapore, 2016;
Curdt-Christiansen, 2015)。この状況からすれば、

中国系シンガポール人が SMC の意図に対して疑

いを持っていることが明らかである (Ng, 2014;
Xie & Cavallaro, 2016)。

他方で、政府は英語の重要性も繰り返し強調し

てきた。それによって「シングリッシュ (Singlish)」
と呼ばれる口語がシンガポール社会で生じたが、

シングリッシュはシンガポールで使われる英語

に悪影響を与え (Tan, 2007)、シンガポール人の使

う英語が外国人には理解できないものとなって

しまうのではないかと危惧された (Bolton & Ng,
2014; Ng, 2008)。そこで政府は、シンガポール人

にシングリッシュの代わりにより標準的な英語

使用を促すために、スピーク・グッド・イングリ

ッシュ運動(Speak Good English Movement: SGEM)
を施行した (Bokhorst-Heng, 2005; Rubdy, 2001)。

シンガポールの言語使用や言語態度に関して

は、すでに多くの先行研究が蓄積されており、人

口調査のデータは一般的な言語使用のパターン

を示している。しかし、そうした包括的な資料に

は、なぜそのようなパターンが生じるのか使用者

の動機についての説明がない (Cavallaro & Serwe,
2010; Siemund et al., 2014)。とりわけ、(1) 世代を

超える中国系シンガポールのコミュニティーに

おける全体的な変化過程、(2) 自分とより若い世

代との間に存在する「言語ギャップ」の解決策、

(3) 現在の SMCの実行可能性、そして (4) SGEM
がどのように現今の中国系シンガポール人の言

語使用と態度に影響しているのか、といった問題

点についての考察は、これまでにはないようであ

る。本研究の目的は、中国系シンガポール人コミ

ュニティーの言語状況に対し、より新しく世代横

断的な観点を挙げることと、SMC と SGEM がも

たらした言語状況への影響を調査することであ

る。言語使用や意識の変化の動機を探り、より身

近な状況での言語使用のパターンを解明するた

めに、家庭内の言語使用に焦点を当て、10代から

60代まで (表 1) の中国系シンガポール人を対象

とした調査を実施した。

表 1．年齢層のカテゴリー

年齢層 定義

SMC1 45歳以上

SMC の第一段階 (1990) の終

わりに中学校を卒業し、学校教

育で SGEM の影響を受けてい

ない

SMC2 31 ~ 44歳

このグループで最も最年少の

人たちは SMC の第二段階と

SGEM の終わり (2004) に中

学校を卒業した

SMC3 22 ~ 30歳
SMCの第三段階と SGEMの第

二段階 (2005~) が始まったこ

ろに学校教育を受けた

SMC4 21歳以下

若い世代に向けられた SMCと

シングリシュに対してより寛

容になった SGEM が実施され

た頃に学校教育を受けた
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2．方法

［参加者及び材料］

中国系シンガポール人 149名がアンケート調査

に回答した。回答者は雪達磨式標本抽出法

(Milroy & Gordon, 2003) を利用して集められた。

この方法は、初期の参加者のソーシャルネットワ

ークを利用して、参加者により多くの参加者を呼

ばせる標本抽出法を指す。データ収集を促進する

ため、本研究で使われた調査票は Google Formsで
配布した。

本研究は、家庭内における世代間の差があるか

どうかを調べることを目的としたため、祖父母の

うち少なくとも 1人、両親のうち少なくとも 1人、

また兄弟のうち少なくとも 1人と話す場合に使用

する言語を選んだ回答者を抽出した。結果として、

参加者 112名 (女性 68名、男性 44名、31.5 ± 13.6
歳) の回答を分析対象とした。調査票は、人口統

計の情報に関する質問からなる Section 1、回答者

の言語背景について聞く Section 2、異なる対話者

と異なる話題に対する言語使用のパターンを引

き出す Section 3、そして言語に対する態度を問う

Section 4の 4つの部分から成った。

［分析］

中国系シンガポール人の使用言語がどのよう

な要因によって決まるのかを調べるために、カイ

二乗自動相互作用検出 (CHi-squared Automatic
Interaction Detection: CHAID) 法を用いた決定木

を形成した。このアルゴリズムは、異なる要因間

でどのように互いに影響するのかを測定するの

に相応しく (Murphy & Comiskey, 2013)、連続変数

とカテゴリー変数を同時に分析することができ

る。本研究では、言語使用を決める要因として、

「対話者」「話題」「年齢層」「先祖の方言」「学

歴」「ジェンダー」「英語口頭能力 (LPSE)・理

解力 (LPUE) の自己評価」と「中国語普通話口頭

能力 (LPSM)・理解力 (LPUM) の自己評価」を含

めた。この決定木を構築する際には、CP (複雑さ

パラメータ) = 0.016で剪定し、最終的に 5段階の

決定木をもたらした。

3．結果

図 1の決定木に示されたように、中国系シンガ

ポール人がどのような言語を使うのかは、主に年

齢層・対話者・LPUE・LPSMに影響されていた。

SMC1 グループ (45歳以上) の参加者の使用する

主要言語は方言であり、それは対話者や言語能力

等他の要因に依らなかった (ノード 2)。しかし他

の年代層では、対話者の身分に応じて使用する言

語を変えていることが分かる。特に、SMC2 グル

ープ (31~44 歳) は、祖父母と話すときには方言

で話す傾向を示す (45%、ノード 12) のに対し、

SMC3 及び SMC4 に属する参加者 (30歳以下) は

中国語普通話のみを使う傾向が観察された (ノー

ド 13)。
また、SMC3と SMC4 の参加者は、SMC1と

― 902 ― Copyright(C) 2020 The Association for Natural Language Processing.
All Rights Reserved.



SMC2の参加者と異なり、祖父母と話すときも英

語を使う傾向が示されている。SMC1 の参加者の

言語選択は、対話者や言語能力に左右されないが、

他の年齢層に属する参加者は他の要因にも影響

を受けている。対話者が両親か兄弟か、また自分

の中国語口頭能力を fair かそれ以下 (poor, very
poor) と評価した参加者は、英語使用を選択する

傾向があった (67%、ノード 5)。これに対して、

自分の中国語口頭能力を goodか very goodと評価

した参加者は、兄弟と話すときは英語と中国語の

両方を使う傾向が見られた (50%、ノード 7)。
さらに、SMC2 以降の世代 (44歳以下) におい

て、対話者が両親であるときは、中国語や英語の

能力の自己評価によって言語選択が分かれた。英

語口頭能力を very good と評価した参加者は中国

語のみを使用する傾向にあるのに対して (57%、

ノード 10)、英語口頭能力を goodと評価する参加

者は英語と中国語を併用する傾向があるようだ

った (ノード 9)。
以上のように、概ね方言から中国語普通話、ま

た中国語普通話から英語にかけて、3世代にわた

ってのシフトを観察することができた。

4．考察

全体として、自分と同世代の兄弟と話すときの

言語使用において、方言から英語にシフトする動

きが観察された。この結果は、先行研究 (例えば、

Curdt-Christiansen, 2015) の生じた結果と 2015 に

行われた一般世帯調査 (Department of Statistics
Singapore, 2016) のデータと一致している。また、

SMC によって生じた方言 (SMC1 & SMC2) から

中国語普通話 (SMC3 & SMC4) へのシフトが、本

研究ではとりわけ祖父母に接するときに顕著に

観察された。本研究でいう「祖父母」世代は、シ

ンガポールの中国系方言を維持するために最も

欠かせない存在だと考えられるが、現今のシンガ

ポールではそのようにならない可能性が示唆さ

れている。

こうした方言から中国へのシフトは、次の 2つ
の原因で起こったと考えられる。第一に、特に 21
歳以下 (SMC4) の参加者の祖父母世代は、他の世

代の祖父母よりも比較的若いため、方言の他にも

中国・英語あるいは両方とも話せるマルチリンガ

ルになっている可能性がある。第二に、祖父母の

世代も、より若い世代に対して中国語普通話を使

うことが求められるようになっている可能性が

挙げられる。祖父母世代が方言の代わりに中国語

を使うようになることは、家庭内での方言を自発

的に排除し、方言がシンガポールから消えていく

ことを意味するだろう。

マレー人の場合、いかなる社会的な要因にもか

かわらず、祖父母と話すときは英語のような H変

種 (high variety: 公的な意思疎通に使われる言語

変種 ) よりもマレー語のような L 変種 (low
variety: 私的なやり取りで使われる言語変種)を使

う傾向があるという (Cavallaro and Serwe, 2010)。
もし中国系シンガポール人による中国語方言が

31 歳以上の中国系シンガポール人にとっての L
変種であるならば、今の 30 歳以下の若い中国系

シンガポール人においては、もはや中国語普通話

が L変種に取って代わられているのではないか。

さらに、もし L変種とみなされる方言が「年寄」、

「不器用な人」、「低学歴の人」など (Tan & Ng,
2010) と関係づけられるなら、中国語普通話も、

だんだんとそうした性質を帯びていくのかもし

れない。これからの祖父母が中国語普通話の維持

に関してどのように貢献するのか、まだ見当がつ

かない。

また、両親に接するときに英語使用選択が増え

るのは、予想されたことであったが、44歳以下の

世代 (SMC2~4) の参加者の言語選択が英語と中

国語の口頭能力に依存するのは予想外であった。

特に、比較的中国語口頭能力が高い参加者の間で、

英語口頭能力が非常に良い参加者より低めに評

価した参加者のほうが英語選択率が高いことは、

意外な結果であった。Pakir (1991) はシンガポー

ル人学生の英語能力を検討したが、彼らは、シン

ガポール英語を熟知して自らの英語能力に自信

を持つことによって、シンガポール英語の標準変

種と口語変種を楽に切り替えられるようになる

と論じている。自分の英語能力により強い自信を

持つ話者は、他にも話せる言語や変種が多いこと

を反映し、そのために中国語選択率が上がる結果

になったのかもしれない。

そうであるなら、自分の言語能力を磨き自信を

持つことは、SGEMの意図からすれば不本意な効

果をもたらすことになるかもしれない。Lu (2011)
は、シンガポール人が一般に SGEMの意図ないし

その存在にすら気づいていない様相を示唆して

いるが、実際には、その認知の度合いに格差が生

じているのかもしれない。つまり、なかにはSGEM
をよく認知しているシンガポール人もいて、自分

の使用する英語の変種が標準的なのかシングリ

シュなのかといったことをよく考え、その結果と

して自分の英語力を厳しく評価しているかもし

れない。しかし、SGEM の実施が、これからの中

国系シンガポール人の中国語普通話の使用にど

― 903 ― Copyright(C) 2020 The Association for Natural Language Processing.
All Rights Reserved.



のような影響を及ぼすかについては、さらなる研

究が必要と考えられる。
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